
 

 

緊緊急急資資料料集集  刊行のお知らせ         2020年 11月 4日 

 

 

 

（有）カワサキテクノリサーチ  06-6232-1055（代） 

 

資料集(報告書)体裁 ：A4判 106頁（書籍）     発行： 2020年 11月 4日 

コンサル会員販売価格：書籍 200,000円、書籍＋PDF 220,000円(消費税・送料込) 

非会員販売価格   ：書籍 220,000円、書籍＋PDF 242,000円(消費税・送料込) 

 

環境問題は「待ったなし！」のステージに入っている。 

中でもプラスチックは、近年、海洋プラ問題、マイクロプラ問題を受けて新たな局面に入りつつある。市場、技術ともに急

激に変化しつつあり、環境問題の専門家以外にはわかりづらい展開になりつつある。 

 

そこで、カワサキテクノリサーチでは、プラスチックの環境問題、およびバイオプラスチックに関して、全体を俯瞰し、どこ

に大きな変化が現れているのかを明確化することによって、関係者のビジネスに資する資料集を急遽発行することを企画し

た。 

もちろん、過去にもバイオプラ（バイオマスプラと生分解性プラ）は何回かクローズアップされてきた。しかし、拡大生産者責任の

浸透と、ESG投資をはじめとする市場の変化により、プラスチックのユーザーである B2Cブランドオーナーの、それも経営者の意

識が大きく変化したことが、今回特筆すべき「市場の変化」ととらえている。 

この市場の変化にタイミングを合わせ、優れた性能を持つ国産の海洋生分解性プラが市場に出現、歓迎されている一方、生分

解性プラも少子高齢化で人材が不足しがちな土木、農業分野を中心に、回収コスト、リサイクルコストを省きトータルコストダウンを

図れるメリットがようやく浸透し着実に成長を遂げている。 

バイオマスプラのコスト競争力は、究極的には「農業の競争力」とみなせるので、日本他の技術を活用した農業強国からの輸入

が増えていることも最近の特徴である。商社の果たす役割が以前より大きくなってきている。 

 

ビジネスにとって変化はチャンスでもあり、リスクでもある。市場に大きな変化が起こりつつある今、カワサキテクノリサーチの

総力をあげたこの資料集が、皆様のビジネスに資することを願ってやまない。 
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